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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 提出された論文は、後期のヴィトゲンシュタインが主として『哲学探究』の中で展開した「言語ゲーム」の概念に
依拠しつつ、宗教現象をひとつの言語ゲームとして捉えることで、それをより広い文脈の中に位置付け、また個々の
宗教もそれぞれ完結したものとしてではなく、相互に連続するものとして理解されることを明らかにしようとする試
みである。著者は、言語ゲームに関連して、発話が成立する上で、それに先立つ無意識的、前意識的な心的動きと、
現実に行われる発話とのあいだに一定の連続性があるとし、その働きによって発話が可能となると考える。このよう
に言語ゲームとしての宗教に水平方向、垂直方向に連続性を見て取ることで、宗教間の対話の可能性を模索しようと
する大きな展望を備えた労作である。筆者はこの構想を実現するために、ヴィトゲンシュタインの言語哲学に加え、
言語をめぐるハイデガーの考察、フロイトの心的力動論、また仏教やイスラームなどについての豊富な知識などを援
用して、議論に幅を与えている。 
 論文は、ヴィトゲンシュタインが『論理哲学論考』に見られる独我論的な構図を脱して『哲学探究』において言語
ゲーム概念を導入してゆく経緯を辿りながら、言語の私的使用と公的使用との区別に関する従来の先行研究を検討し
たうえで、最終的に人間による漠然としたルールの遵守というところに公的言語の成立根拠を見て取ろうとする。推
論の細部は粗いものの、趣旨は十分に理解しうる。論文はここからさらに、自らの言語で異文化を語り、そのことに
よってむしろ自らの言語の制限を内的に越えようとした九鬼周造の試みや、複数の宗教について相対的な視点を取る
のにメタ言語的な視点を必要としないとする星川啓慈らの議論を踏まえながら、宗教間の相互理解の素地が個々の宗
教そのものに内在すると説く。ついで著者は、仏教の言語思想の展開の中に、ヴィトゲンシュタインの場合と同様の
重点の推移を見て取った上で、キリスト教やイスラームについても、一見、対立しあう宗教思想、とりわけその辺縁
部に他との連続性を検証している。こういったいわば水平方向の連続性に加え、発話が成立する上で、無意識的な心
的動きと発話行為との連続性を検証、そこから、宗教やそれを語る行為が他の発話行為と文脈を解して連続的である
とする。 
 取り上げられる主題が多岐にわたり、その分、論述の力点が拡散し、個々の問題への掘り下げが時に不十分との印
象を与え、また個別の論題の間の繋がりも必ずしも明確ではない。ヴィトゲンシュタインの言語ゲームの概念を候補
のような方向で読むことについては疑問も残る。特に、寛容に基づく宗教や文化のあいだの相互理解を骨子とする候
補の意図は、抱負としては理解しうるものの、それが先に結論として置かれ、これを言語ゲームの概念で裏付ようと
する手順には審査委員から異論が出た。 
 とはいえ、20 世紀の哲学、思想の成果を手がかりに、仏教をはじめとする宗教の中の言語思想を読み解こうとする
候補の着想は大胆で意欲的である。また、論文からは、候補の幅広い関心、豊富な読書、広い学識が伺える。これら
のことを踏まえ、審査委員は協議の上、一致して、候補が博士号を授与されるにふさわしいとの結論に達した。 
